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１．日本科学者会議 福岡支部 第43回定期大会の報告
日本科学者会議福岡支部総会 2013年5月12日14：00~

久留米大学・天神サテライト（エルガーラオフィス6階）
議案書：
1.1　支部活動の報告（記録）
1.2　北九州分会の活動報告
1.3　エネルギー研究会の活動報告
1.4　福岡環境研の活動報告
1.5　核問題研究会の活動報告
1.6　読書会の報告
1.7　日本の科学者「科学者つうしん」への寄稿ページ
2.　2013年度活動方針 
3.　新役員
4.　2012年度収支決算報告（省略）
5.　2013年度予算案（省略）

1.1 2012年度科学者会議福岡支部活動の記録

5月13日（日）　第42回福岡支部定期大会，14：00-15：00，久留米大学福岡サテライト
5月13日（日）　支部講演会，15：30-17：00
「日本経済・農業をめぐるTPPの真の争点と推進論批判」
磯田宏氏（九州大学農学部）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
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6月4日（月）　第1回幹事会，19：00-，久留米大学福岡サテライト
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
6月20日（水）　支部ニュースNo.214発行 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
8月6日（月）　第2回幹事会，19：00-，久留米大学福岡サテライト
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
8月20日（月）　支部ニュースNo.215発行 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
9月14日（金） - 9月16日（日），第19回総合学術研究集会，岡山大学
小早川，青野が参加。岡本が特別研究委員会委員として参加。
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
10月1日（月）　第3回幹事会，19：00-，久留米大学福岡サテライト
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
10月7日（日）　基地と憲法を考える集い，13：30-16：30，中央市民センター 
日時：10月7日（日）　13：30-16：30
場所：中央市民センター（福岡市中央区赤坂2-5-8，地下鉄「赤坂駅」より徒歩5分） 
第1部　映画上映『誰も知らない基地のこと（STANDING ARMY）』
　（2010年，イタリア，ドキュメンタリー映画，監督　Thomas Fazi & Enrico Parenti）
第2部　講演「普天間基地から考える地域の安全と日本の平和」 
　講師　伊波洋一さん（元宜野湾市長/普天間爆音訴訟団顧問）
　参加費：1000円（学生600円）
　主催：「基地と憲法を考える」実行委員会（JSA福岡支部『日本の科学者』読書会参加） 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
10月24日（水）支部ニュース No.216 発行 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
12月2日（土）九州沖縄地区シンポジウム
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
12月3日（月）第4回幹事会， 19：00-，久留米大学福岡サテライト
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
12月19日（水）支部ニュースNo. 217 発行
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
2月4日（月）第5回幹事会，19：00-，久留米大学福岡サテライト
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
2月20日（水）支部ニュースNo. 218 発行
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
3月3日（日）原発ゼロ社会をめざして（<3.11>2周年原発シンポジウム），14：00-17：00， 
久留米大学福岡サテライト
（1）高岡滋氏「低線量被曝、内部被曝による健康影響」
（2）吉岡斉氏「難航する原子力安全規制改革」
（3）近藤恭典「玄海訴訟について」
（4）質疑討論
共催：「原発なくそう!九州玄海訴訟」弁護団
参加者60名
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
4月8日（月）第6回幹事会，19：00-，久留米大学福岡サテライト
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
4月27日（土）14：00-17：00，ふくふくプラザ
講演会「即時原発ゼロの設計図」

2



　現在，ここ九州では原発の稼働はありません．発電のほとんどは石炭や石油などの化石 燃料による
火力発電によっています．石炭火力はたくさんのCO2ガスを排出しますし，有 用資源としての石油を
これ以上無駄に熱効率の低い旧来の火力発電に使い続けることは疑 問でもあります．しかし，再生可
能で，環境負荷のない自然エネルギーによる発電が急速 に進む様子はありません．最終的にはこのよ
うな自然エネルギーのみを使った持続可能な エネルギー収支システムに移行すべきです．
　原発の再稼働なしに，エネルギー供給を可能にする手段として最近注目を浴びているのが， CO2ガ
スの排出が抑制され，熱効率の高いガスコンバインド発電です．そこで，今回はこ の発電方式に詳し
い中西正之氏（元燃焼炉設計技術者）に下記のように「即時原発ゼロの 設計図」と題して講演をいた
だき，即時原発ゼロの道を探りたいと思います．関心をお持ちの皆様の多数のご来場を期待します．

記
日 時：2013年4月27日（土曜日）開場13：30 開始14：00-16：00
場 所：ふくふくプラザ 5F 視聴覚室（福岡市中央区荒戸3-3-39） 
講 演：「即時原発ゼロの設計図」 講演者：中西正之氏（元燃焼炉設計技術者）
資料代：300円

主　催：JSA福岡「日本の科学者」読書会 
共　催：JSA福岡核問題研究委員会
同　エネルギー研究会 
同　環境問題研究会 
連絡先：eisaku.miyoshi@kyudai.jp　電話：092-522-8401 

1.2　北九州分会活動報告 
以下の例会を行った。 
◇第1回例会
　日時：2012年8月24日（金） 18：00から20：00
　場所：西小倉市民センター 2 階和室（北九州市小倉北区大門 1-5-2）
　話題提供者（1）：葉山裕氏
　話題：構造物の健全性モニタリング技術の革新に向かって 
　　　　―若い時代の志の継続として 64 歳からの再挑戦―
　話題提供者（2）：岡本良治氏
　話題：「原発事故と地震」研究の現状
◇第2回例会
　日時：2013年3月22日 （金）　18：00から20：00
　場所：西小倉市民センター 第2会議室
　話題提供者：三輪俊和氏
　話題：「アベノミクス」を斬る―新自由主義から新福祉社会へ―

1.3 エネルギー研究会の活動報告
　電力供給など最近のエネルギーに関する話題、参加者の興味のあるテーマを中心に議論している
が、今年度行った例会7回のうち2回は未会員に報告をしてもらい、議論する形を 取った。まだ会員拡
大にはつながっていないが、多少はJSAの活動について認知が広がっ ていると思う。また、19総学に
おいて青野が報告を行い、情報交換ができた。
核問題研究委員会の例会にも参加する中で、どのように脱原発と自然エネルギー導入を 進めるかが大
きなテーマになっていると感じる。これまでの中心テーマであった資源と食 料の問題に加えて、議論
を進めたいと思う。
（1）5月26日（土）第53回例会@九大博多駅オフィス
　岩波「世界」伊東飯田論争 
（2）6月30日（土）第54回例会@九大博多駅オフィス
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　自動車にかかるエネルギー、ペトカウ効果
（3）8月11日（土）　第55回例会@九大博多駅オフィス
　「エネルギー不要の排水処理システム」冨安貢弘氏（エコロジーコロンブス福岡）
（4）10月13日（土） 第56回例会@九大博多駅オフィス
　「日本の地熱開発の現状 ̶ある地熱技術者の苦労話̶」内山明紀氏（西日本技術開発）
　19総学報告（青野）
（5）11月17日（土）第57回例会@九大博多駅オフィス
　「諸外国の再生可能エネルギー普及の現状」（報告：森田満希子氏）
（6）1月19日（土）第58回@九大博多駅オフィス
　「低線量被曝の物理過程について」（報告：森田満希子氏）
　ジョン・W・ゴフマン「人間と放射線 医療X線から原発まで」
序章 日本語版への序、第1章　放射線と人間の健康、第2章　放射線の種類と性質
　（7） 3月23日（土）第59回@九大博多駅オフィス
　「日本の科学者」1月号 <特集>国際原子力ムラ　その虚像と実像 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――

1.4　福岡環境研の度活動報告
7月28日、10月7日、12月8日に、3回の研究会を行った。内容詳細は、以下の通り。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
7月28日（土）福岡環境研究会，16：30-，久留米大学福岡サテライト
　場所：福岡久留米大学天神サテライト（エルガーラオフィス6階）
　講師：藤井美保（熊本大学准教授，教育学）
　テーマ：子どもが育つ環境を考える̶学童保育を例として

10月7日（日）福岡環境研究会， 16：00-， 久留米大学福岡サテライト
　場所：エルガーラ・オフィス6階・久留米大学サテライト（電話：092-737-3111）
　講師：白垣詔男さん（元西日本新聞編集委員）
　演題：「原発を伝えきれないマスコミ」
　参加費100円・申込み不要・当日会場へ
　問い合わせ：092-612-2870（中野）

　テレビや新聞などのマスコミは重要な報道媒体であるが、必ずしも内容を掘り下げては報道せず、
政府や自治体の決めたことを「そのまま流すだけ」の御用報道機関になっていることが少なくない。
このような報道姿勢は「かつての大本営発表と変わりなく」国民・市民にとってプラスにならない。そ
のようなマスコミの限界と可能性などについて話していただく。
　白垣さんはあるところで次のように言っている。「記者クラブメディア」は3.11の記事について政
府、東電の広報に成り下がっていた現実も明らかになった。本来「報道」は何のためにあるのか、そ
れは究極のところ、国民に、自分の声明、財産を守る最低限の情報を与えることでしょう。その役目
を、日本のマスコミ、特に「記者クラブメディア」果たしてきたか?。白垣さんは、上杉隆氏と鳥賀陽
弘道氏の「記者クラブメディア」の実態（「報道災害（原論編）幻冬社」）を基に以下のように述べ
ている。「日本のジャーナリズムは死んだ」と言っている。「大地震と大津波」さらに原発事故とな
った「東日本災害」の報道に接すると「記者クラブメディア」からジャーナリズムが無くなったこと
を再認識させられ、改めて残念に思った。ジャーナリズムが残っているのは、フリーライターの一部
で、それを思うと私は、悲しみとむなしさを痛感しながら新聞を読みテレビを見ている。結論 から言
うと、新聞、テレビから流れる情報のほとんどが信じられなくなった。しかも、さまざまな記者会見
は、「記者クラブメディア」が独占して、「フリーランス記者」を参加させないところも多いのです。
国民の税金で官公庁に出来ている記者クラブが日本新聞協会加盟の新聞社、通信社、放送局の記者だ
けのものとなっているのは、現役のとき、「記者クラブメディア」に籍を置いたものとして、おかしい
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いと思う。フリーランスの記者が 増え、ジャーナリズム精神を堅持して活動している現在の実態を知
ると、「記者クラブメディア」の閉鎖的・排他的な姿勢に私ははずかしくなる。
　今回の原発関係で「記者クラブメディア」の異常な実態を紹介すると、東電の記者会見 で記者らは
「勝俣会長さま」「清水社長様」と呼ぶといいます。しかも、東電やエネルギー担当の「記者クラブ
メディア」の記者たちは、記者会見でおかしいことがあっても追及 しない場合がほとんどだという。
現場を取材しない大手メディアテレビは福島第一原発の 映像を「30キロ地点から映像を鮮明にしてい
ます」や「東電提供」として放映していました。新聞も含め大手メディアは原発地域への立ち入り禁止
圏内を内規で決めて自己規制し ています。NHKが原発から40キロ、朝日新聞・時事通信は50キロとい
った具合です。これでは「現場」を取材出来るはずもなく「東電発表」、「東電取材、政府発表」の大
本営 発表になるのも当然です。国民は「東電のバイアス」のかかった報道を刷り込まれている ので
す・・・

12月8日（土） 福岡環境研究会， 16：00-18：00，久留米大学福岡サテライト
　場所：エルガーラ・オフィス6階・久留米大学サテライト（電話：092-737-3111）
　講師： 冨安貢弘氏（エコロジーコロンブス福岡・代表）
　演題：『無電源排水処理装置の可能性と必要性』 参加費100円・申込み不要・当日会場へ
　問い合わせ：092-612-2870（中野）
　我々が出す排水を、どう処理すれば地球のルールに合致しているのか、考えたことがあ りますか?元
来、我々が排泄した物の行き先は、下水道や浄化槽ではないのです。土の上で生きている生物は土に
還し、水の中で生きている生物は水に還す、水辺の生物はどちらに還してもいい。これが、我々生物が
地球と交わした根源的な排泄物循環のルールです。この約束を、我々人間だけが守っていません。大地
に還すべき物を大地に還さず、栄養分 等を含んだまま、すべての処理水を川から海に流し込んでしま
えば、大地と海のバランスが崩れ、空との関係も壊れます。本講演で紹介するシステムは、大地に還す
ということを 基本として、あらゆる微生物や地域に生息する動植物等を最大限活用したものです。生
物の多様性を尊重し、地球のルールを守りながら生きていく暮らしを考えるヒントとなるは ずです。
排水処理は、人類共通の課題である環境・水・エネルギー・CO2・食糧問題等との深い関係性があり
ます。その関係性を軸としながら、装置の可能性と必要性を説く。

1.5 核問題研究委員会の活動報告
　2011年に長い休会の状態から活動を再開した核問題研究委員会は，例会を定期的に行うようになっ
たことが今期の大きな前進といえる．例会は，1ヵ月に1回， 2ヵ月に1回の割合で開催されてき．これ
まで，例会で取り上げた内容は，震災がれき問題，低線量内部被曝問題，リスク論とその批判的分
析，ペトカウ効果について，被爆（被曝）するということ，原子力基本法改悪問題について，JSA第19 
回総合学術研究集会の報告，ドイツのエネルギー戦略，4つの事故調査委員会が提起している問題，
Tondel論文の紹介，<3.11> 2周年原発シンポジウムの企画，原発ゼロ戦略とその実現のための実効的
政策，等である．
　このような中から，3月3日に<3.11>2周年原発シンポジウム「原発ゼロ社会 をめざして」の企画を
練り上げ，また，4月27日の講演会「即時原発ゼロの設計図」を企画できたことは大きい．ただし，ど
ちらの集まりも宣伝等の工夫がいま一 つ足りないように思う．
　さらに，2012年8月20日に，「原子力基本法の改悪および原子力規制委員会設 置法の撤回を求め
る」要請文を衆参両院議長に送り，2013年4月17日に，声明文 「原発再稼働を許さず脱原発の歩みを
強めよう」を発表し，記者クラブにもその旨知らせたが，どちらも「しんぶん赤旗」のみが報道して
くれただけであった．一般報道機関マスコミの鈍感さは如何ともしがたいが，もっとアピールするよ
うな方法を考える必要があるのかも知れない．
　いま，課題として「原発事故緊急対策マニュアル」の中の低線量被曝と防災対策 の部分について，
リライトの必要があるのではとの意見が出ている．
開催された例会の内容と報告者は以下の通りである. 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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（1）6月2日　震災がれき問題について，低線量内部被曝問題
　　　報告者：岡本，豊島，三好，森
（2）7月1日　リスク論とその批判的分析，ペトカウ効果について
　　　報告者：岡本，三好
（3）8月5日　被爆（被曝）するということ，原子力基本法改悪問題
　　　報告者：佐藤，豊島
（4）9月29日　JSA第19回総学の報告，8/30-31シンポの報告
　　　報告者：岡本，三好
（5）11月4日　ドイツのエネルギー戦略，震災がれき問題
　　　報告者：酒井，豊島
（6）12月22日　4つの事故調査委員会が提起している問題
　　　報告者：岡本
（7）1月27日　Tondel論文の紹介，最近の新聞の報道姿勢について，
　　　　　　　<3.11>2周年原発シンポジウムの企画
　　　報告者：三好，佐藤
（8）4月13日　原発ゼロ戦略とその実現のための実効的政策，
　　　　　　　ガスタービン複合発電について
　　　報告者：岡本，中西
―――――――――――――――――――――――――――――――――――

1.6 「日本の科学者」読書会の報告と今後の計画
　毎月第2月曜日（2-5時）、ふくふくプラザ6Fで読書会を行っています。読書会を続けることで、JSA
機関誌を読む習慣づくりに役立っていると思います。もちろん、時間の制約は ありますが、自分の著
書、他の集まりでの講演、読んだ書物の紹介なども歓迎します。（現 に飛び入りで、著書「市場論」
の紹介、日本の地震の研究体制のいびつさについての見解表明などもありました。）
　昨年7月例会のあと8人で懇親会（10周年記念としても）を行い、楽しい時間を過ごすこと が出来ま
した。現職の方は難しいでしょうが、退職された方は是非読書会に参加して下さい。

2012年度の「日本の科学者読書会」の記録
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
5月14日（月）「日本の科学者」読書会， 14：00-17：00， ふくふくプラザ
「日本の科学者」5月号 <特集> 学問の継承性と基礎科学の危機 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
 6月11日（月）「日本の科学者」読書会， 14：00-17：00， ふくふくプラザ
「日本の科学者」6月号 <特集> 都市の防災
 ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
7月9日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」7月号 <特集> 日本の海洋教育
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
 8月13日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」8月号 <特集> 日本開戦70年
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
9月10日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」9月号 <特集> 新しい社会運動の胎動
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
10月8日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」10月号 <特集> 教育の科学/科学の教育
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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11月12日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」11月号 <特集> 新局面を迎える「大学改革」政策 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
12月10日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」12月号 <特集> 原発再稼働を問い直す
 ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
1月14日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」1月号 <特集> 国際原子力ムラその虚像と実像
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
2月11日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」2月号 <特集> グローバル危機の波及と経済政策
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
 3月11日（月）「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」3月号 <特集> 福島原発災害，2年後のいま
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
 4月6日（土）第1回20総学事務局会議，13：00-，
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
 4月8日（月） 「日本の科学者」読書会，14：00-17：00，ふくふくプラザ
「日本の科学者」4月号 <特集> 命の連鎖を考える

1.7「日本の科学者」科学者つうしん
福岡支部からの日本の科学者「科学者つうしん」欄へ2項目の寄稿を行った。

2012年9月号環境研6月16日例会「野生鳥獣による農業被害を考える̶イノシシによる被害を中心
に̶」
2013年6月号 <3.11> 2周年原発シンポジウム「原発ゼロ社会をめざして」
―――――――――――――――――――――――――――――――――――

2.2013年度　活動方針
　福岡支部の支部活動は、おもに、核問題研究委員会、エネルギー研究会、福岡環境研究会の研究会
活動によって支えられている。今後とも、こうした研究会活動の継続と研究会 間の連携した取り組み
を行ってゆくことが必要である。また、この総会の後に予定されて いる憲法問題に関する講演会のよ
うに、現在の日本の政治・経済状況に対しても積極的な 提言や取り組みを行ってゆくことも重要な課
題である。
　とくに、今年度（2013年度）と来年度は、2014年度9月開催予定（2014年9月12日（金） ~15日
（月、祝日））の日本科学者会議第20回総合学術研究集会（20総学、九州地方区の担当） の福岡開催
（会場予定：西南学院大学、西新キャンパス）に向けての準備・取り組みを着実に 進めてゆくことが
求められている。4月6日に第1回20総学事務局会議を開催し、三好実行 委員会委員長を内定した。6月
8日（土）には、第2回20総学事務局会議を予定しており、そ こで実行委員会・事務局の体制を確定し
てゆく予定である。また、正式の実行委員会は7月に行われる九州地方区会議と同時に第1回が開催さ
れる予定である。また、今年度の九州・沖縄シンポジウム（大分）は、20総学のプレシンポとして位
置づけて取り組まれる予定になっている。20総学開催地支部である福岡支部としても積極的な参加が
求められる。

（1）新会員獲得活動を行う。 会員数が増勢となるように会員拡大を意識的に進める。この 1 年は、
市民運動の担 い手、弁護士などの新入会員を迎えることができた。今後は、会の若返りを目指
し て若手研究者や大学院生の会員の拡大を進めることも必要である。
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 これまで通り、シンポジウム、例会などの各種企画への参加を呼びかけ、それを足がかりに会員
拡大を意識的に図る必要がある。

（2）ホームページを引き続き充実させる。20総学実行委員会のホームページの開設が求められる。
（3）平和・憲法に関するシンポジウムを開催する。
（4）脱原発社会の実現に向けたシンポジウム・学習会等の取り組みを継続する。
（5）原水爆禁止科学者集会など原水爆禁止運動に協力する。
（6）九州・沖縄シンポジウムに例年以上に積極的に参加する。
 20総学のプレシンポと位置づけられる予定の九州・沖縄シンポジウムに参加し、他支部との交

流・連携を深める。
（7）JSA 活動活発化募金に昨年度に引き続き取り組む。

3.新役員

事務局長：小早川義尚（九大・箱崎班）
常任幹事：鈴木右文　（九大・伊都班）
 　中野　豊　（九大・箱崎班）
 　青野雄太　（久留米分会）
幹　　事：三好永作　（九大・筑紫班）
 　西垣　敏　（北九州分会）
 　河内俊英　（久留米分会）
 　岸本　誠　（個人会員）
会計監査：磯田　宏　（九大・箱崎班）
全国参与：森　茂康　（個人会員）
 　村上陽三　（個人会員）
全国幹事：三好永作　（個人会員）
 
 
４. 2012年度収支決算報告（省略）p.9
 
 
５. 2013年度予算案（省略）p.10
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２．JSA全国定期大会報告（5/25-26）
三好永作

　３週間前（5/25-26），お茶の水の日大歯学部で開催された日本科学者会議第44回定期大会にJSA福
岡支部の代議員として出席しました．大会では，会員5000名を早期に回復をめざすJSA活動活性化募
金が目標の1500万円を超過達成し，その分の財政の充実による若手支援などの活動強化や各委員会の
活動の活性化によって，多くの会員拡大があったことが報告されました．これらの活動により，20数
年来続いていた大幅な会員の減少を抑えることには成功しており，そのことで増勢に転ずる確かな手が
かりを得ているが，会員減そのものは解消できていないとの報告でした．間違いなく3.11以降，研究
を基礎としたJSAの社会的活動は，全国と各支部において大きく前進しているようです．増勢の手がか
りは確実にあると思います．
　 今年度は活動活性化募金の資金が尽きたこともあり，今年度の予算の中では，活動活性化の資金と
して，はじめから予算の中に計上されることになる「定期寄付制度」が提案されました．これは基本
的には現在の5000名を切る会員のもとで，JSAの活発な活動を支えるための資金を会員の寄付として
確保しようとするもので，一口5000円で会員に提起されることになりました．福岡支部の会員もこの
寄付に積極的に対応していただきたいと思いました．
　 2015年12月には，JSAは創立50周年迎えるとのことです．このJSA50周年に際して，横浜国立大学
において「地球的責任のための技術者・科学者国際ネットワーク（INES）」との共催で原発と自然エ
ネルギーに関しての国際シンポジウムが計画されているといいます．この50周年の記念事業を，念願の
5000名会員を達成して迎えたいものと思いました．
　 来年には，第20回総合学術研究集会が9月12～14日に福岡で開かれることになっています．その準
備が九州地区の協力を得て進んでいるので，玄界灘の魚の美味しい福岡での20総学に是非とも参加し
て盛り上げてほしいという発言をしたところ，休憩の時間に数名からきっと参加しますのでよろしく
という挨拶をいただきました．20総学を確実に実りある集会にしたいという思いを新たにして帰って
来ました．

3．日本科学者会議講演会「立憲主義から見た自民党改憲案の問題点」
　　講師：星野　圭（福岡第一法律事務所、弁護士）に参加して

小早川義尚
　自民党安倍内閣は、経済再生・景気回復をうたい文句に、極端な金融緩和政策（円のばらまき）を
実行している。それは、制御不能に陥っているカジノ資本主義状態とも言われる大火事に見舞われてい
るといってよいような世界経済の状況に油を注ぐようなものである。その結果、輸出依存型大企業・証
券業といった一部の業種だけは一時的な利益を上げている。しかし、安倍内閣によれば、一部大企業
の儲けのおこぼれに預かれるはずの庶民のところまでその利益はまだ回ってこない（永遠に回ってこな
い？）。一方で、円安による食料・エネルギーといった日常生活に不可欠な部分での値上がりが続き
一般庶民の生活はますます苦しくなっている。消費税増税も目前に迫っている。
　こうした状況下で，間もなく参院選挙が行わる。そこに、安倍内閣は「改憲」を大きな政策として押
し出そうとしている。その「改憲」の中身は、自民党の「日本国憲法改正案」として提示されている。
その中身の酷さについてはあちこちで批判が行われているが，今回の星野弁護士の講演では、まず、
「憲法は私達の生活に関係があるのか？」という指摘のもと、過労死事件「憲法13，27，28条」、障
害者差別「憲法13，14，25条」，生活保護バッシング「憲法13，25条」の話から始まった。そこから
こそ、「憲法とは何で，何から私達を守っているのか」という問題・「立憲主義（安倍首相を始め大多
数の自民党代議士には理解不能の考え方？）」が明瞭になってくることを指摘された。この点は、学生
時代・大学院生時代を京都の蜷川府政のもとで一人暮らしを始めた経験のある私には実にしっくりと
きた。「憲法を暮らしの中に生かそう」という、かつて京都府庁に掲げられた垂れ幕を今こそ再びと
いう気持ちにさせてくれる。
　講演内容は、その後「立憲主義」についての基本的な考え方を，安部支障（ミスタイプです。安倍首
相）のよくはご存じなかった芦部信善の「自由は立憲主義の根本的な目的であり価値である」といっ
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た引用も含め、政治権力を制約し国民の権利を保障することそれを明記するものが憲法であり，立憲
主義の根幹であることを実に分かり易く講演された。
　つぎに、自民党改憲案が目指しているものは何か？として、それが、「立憲主義」のもとで本来の憲
法の持つ意義を180度反転させて、国民主権・人権保障・社会保障における国の責任などの面での大幅
な後退、国民への「義務」の押しつけ、平和主義の放棄を目指していることを端的に指摘された。続い
て、まず、憲法96条を改正しようという欺瞞についても詳しく説明がなされた。
　最後の部分において、再び私達の暮らしに密着した問題に話は戻る。憲法本体こそまだ改悪はされて
いないものの，いわゆる実質改憲とも言われるような立憲主義の破壊・壊憲が今も進行している実態
（社会保障問題・生活保護引き下げ、マイナンバー法など）を紹介された。最後に、参議院選挙を間近
に控えた今こそ、立憲主義に基づく「日本国憲法」を守り，それを国民の手に取り戻して生かしてゆく
時であると講演を結ばれた。
　 講演を聴き終えて、まず憲法についての考え方がすっきりと整理でき、「憲法を暮らしの中に生か
す」ことの大切さを再確認できた。科学者会議のメンバーとして「憲法を学術研究の場や科学者の役割
を果たす時に生かす」という観点をいつも気にしながら、日々の生活を丁寧に生きて行きたいと思
う。

４．日本科学者会議北九州分会5月24日（金）例会報告

話題提供者：中西正之氏
話題：「即時原発ゼロの設計図」
　会員外にもオープンにして開かれた。会員外の方は、原子力発電の代わりとしてのガスタービン発電
に興味を持って参加したとのこと。講演は以下のような内容で、関連資料と合わせて報告された。

　 原子力発電には2つの神話がある。ひとつは日本の原子力発電は安全で事故は起こりえないという安
全神話である。もう一つは、原子力発電は、安価で日本のエネルギー自給率を高める一番経済的な電
力であるという経済神話である。安全神話は福島第1原発の事故により安全神話は崩壊した。しかし経
済神話はまだ多数の国民に信じられており即時原発ゼロに賛同できない人が多い原因となっている。
2030年に原発ゼロでなく即時原発ゼロを実現する設計図を示したい。
　 一つ目は、緊急避難措置として効率の良い天然ガスのコンバインド発電により、原発52基分の発電
を賄っている老朽火力発電の稼働を止めることです。原発の停止により電力不足が起こらなかったの
は、火力発電の余力が十分あったことによるが、老朽化した火力発電所は、発電効率が悪く燃料費が
高く、CO2の発生も多い。
　 二つ目は、火力発電で緊急避難している間に、洋上風力発電を中心とする再生可能エネルギー発電
設備の建設を進め、原子力発電に2030年までには置き換えることである。
　 三つ目は石炭や残渣油のガス化（低価格）によるコンバインド発電を増やし、電力価格を大きく引
き下げ、CO2の地中封じ込めなどで大気中への放出を抑えることである。
　要となるガスタービンコンバインドサイクル発電（GTCC）は、ガスタービン発電とその余熱を使う
蒸気タービン発電を組み合わせる方法である。コンバインド発電は５８％の発電効率である。この高
効率はより高温での発電による。ガスタービンはジェットエンジンを発電用に改良したもので、小型
で巨大な発電能力を持つ。ただし、排ガス温度が高いので、排ガスの熱を利用した蒸気発電を組み合
わせて高効率を得る。
　100万ｋWのGTCCは1，233億円ほどで建設でき、発電単価10円/kWhで４％の利益が出せる。二酸
化炭素の排出は、石油発電で0.66/kWh、石炭発電で0.78kg/kWh、LNG使用のGTCCで0.35kg/kWh
である。旧式火力発電所をGTCCで建て替えれば47から55％の二酸化炭素削減となる。
　 経済神話に関わるエネルギー自給とコストの問題について。再生可能エネルギーは二酸化炭素を発
生せずエネルギーの自給率を高める。いま一番期待されるのは風力発電で、その買い取り価格は23.1
円/kWhで、洋上風力発電は近い将来10円/kWhと見込まれる。原発のコストを電力業界は5.3円/kWh
と説明しているが、研究開発費、補助金は含まれていない。更に原発の余剰電力は揚水発電に使われて
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いるがその経費を含んでいない。それらを考慮すると12.23円/kWhとなる（大島教授計算）。この経
費は廃炉費、事故補償費を含んでいない。廃炉後の廃材処理は溶融ガラス化という優れた技術が日本
にありそれを使うべきだ。廃炉費用は建設費の2から3倍必要だから、本当の原発の発電原価は19円/
kWh以上が見込まれる。
　 石炭ガス化コンバイン発電とCO2回収貯留技術をセットにしたプラントが現実化している。20年後
にはCO2回収貯留施設を建設しCO2排出を止め、電気料金を下げ、再生可能エネルギー発電と合わせて
安定な電力供給を目指す。

（報告：秋貞英雄）

５．JSA福岡支部ホームページ読み物（第45話）
憲法13条を知らなかった安倍首相
　去る３月末の参議院予算委員会において，民主党の小西洋之議員の質問「安倍総理，芦部信喜さん
という憲法学者ご存じですか」に安倍首相は「私は存じ上げておりません」，「私は憲法学の権威で
もございませんし，学生だったこともございませんので，存じ上げておりません」と答弁したとい
う．
　芦部信喜（1923～1999）は戦後の憲法学会をリードした憲法学者である．1993年に『憲法』とい
う本を出版した．この本は第五版まで版を重ねて，いまでは憲法についての基本となる教科書である．
いま法学部にいる学生が芦部信喜を知らないと言えば，その学生はまったく勉強をしていない学生で
あるといって間違いない．数学では高木貞治を知らない，物理学ではファインマンを知らない，化学で
はアトキンスを知らないことに対応する．この首相答弁に対して首相の不支持・支持の両派から失笑
と落胆の声がネット上で相次いでいる．
　しかし，安倍晋三君が学生であった1970年代には，この憲法についてのスタンダードな教科書は出
版されていなかったのであるから，上の答弁で安倍首相がまったく勉強をしていない学生であったと断
定することは無理があるかも知れない．ただ，当時芦部信喜氏は憲法学会をリードし，幾つかの著作
も著していたのであるから，法学部の熱心な学生であれば，その名前くらいは知っていておかしくな
い．安倍晋三君は，少なくとも熱心な学生ではなかったとはいえるかも知れない．またその後，憲法
についての勉強をほとんどしていないと断定しても問題なさそうである．
　しかし，私たちが問題にすべきことは，個人の尊重や人権の保障を包括的に定めている条文は何か
という質問に答えられなかったことである．現行憲法第13条は，「すべて国民は，個人として尊重さ
れる．生命，自由及び幸福追求に対する国民の権利については，公共の福祉に反しない限り，立法そ
の他の国政の上で，最大の尊重を必要とする」として，「公共の福祉に反しない限り」，最大限の人権
保障を謳っている．また，この「公共の福祉」は「国益」や「公益」といった抽象的なものや，また
「多数のために個人が犠牲になること」を意味するのではなく，すべての人の人権がバランスよく保
障されるように，人権と人権の衝突を調整することと解釈されている（注１）．第13条は，第9条とと
もに現行憲法で最重要な条文であることは論を待たない．
　昨年4月に作られた自民党の改憲案では，この第13条を「公益および公の秩序に反しない限り」とい
う文言に変えることにより，「公益」や「国益」に反すると時の権力（政府）が判断すれば，人権を
制限することができるようにしている．自民党にとっても，この第13条の改憲は重要なポイントであ
るはずである．この重要な条文である第13条の内容を知らない自民党総裁・安倍首相が，いま改憲に
踏み出そうとしている．
　聞くところによると，改憲案を作った自民党議員の中には「立憲主義」という言葉も知らない人が
多いという．憲法の基本理念についてこんな無知である国会議員や首相に憲法を変える動きを自由に
させてはならない．
（注１）「中高生のための憲法教室」　第９回 「公共の福祉」ってなんだろう？
　　　　http：//www.jicl.jp/chuukou/backnumber/09.html参照

（2013.5.16/ E.M.）
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６．「日本の科学者」読書会報告
◆6月号読書会　＜特集＞「原発のない社会をめざして―九州からの発信」6月10日（月）14～17時
以下は読書会で報告されたレジュメをもとに「日本の科学者」6月号の読書会の様子を編集したもので
す．
近藤恭典著「脱原発運動における司法の活用─九州玄海訴訟の取り組み」
　訴訟を行うことの意味を明解に示している好論文である．過去の原発訴訟のレビューと司法の限界に
ついて簡潔にまとめた後に，正しい国民要求は，法廷活動とともに，要求を国民全体に広げる活動が
なされなければ実現はあり得ない，という実践的な教訓を引き出している．その上で，訴訟は，大規模
な国民運動の一翼を担うものとして，また，運動の結節点として，あるいは運動を前進させる武器とし
て位置づけるべきであるとしている．原発訴訟の役割・メリットとして，①原告の要求を明確にし，国
民世論に訴える景気となる，②論点を明確にできる，③被告に一定の応答義務を課すことが出来る，
などをあげている．「原発なくそう！九州玄海訴訟」において特に力点をおいていることは，①多数
の原告によるたたかいを行うこと，②「原発による被害」を出発点に据えること，③国策転換をめざ
すために国をも被告としたことなどをあげ，全国に先駆け九州玄海訴訟をたたかっている現状を生き生
きと語っている．いま，国内のすべての原発について，訴訟提訴または訴訟準備がなされているとい
う．これらの原発訴訟が，脱原発運動の一翼を担い，運動の結節点として，運動を盛り上げていくこと
を期待したい．　　　　　　　　　　　　　（報告：T.M.）
高岡滋著「『科学』とは何か？─原発事故・放射線による健康障害を考える」
　福島第一原発事故後において，放射線の健康影響について，本来の医学や公衆衛生学の手続きが無視
されたまま議論されている現状を批判的に論じた好論文である．事故直後から，東日本各地で鼻出
血，下痢，「鉄の味」などの症状が避難者から報告された．このような過去において少ない事例で
は，因果関係を直ちに否定するのではなく，「仮説」を保持しつつ機能法的思考で経過を見る必要が
ある．これらの症状を被曝の症状ではないと即断するのは行き過ぎである．放射性微粒子などによる
局所高線量被曝によるものという仮説が提出されている．健康影響という因果関係を論じるときに，
最も重要な分野は疫学であり，その疫学は後追いの営みであることから，予防原則が重視される必要
があるとする．公衆衛生学や疫学も科学であり，科学とは「知の体系」を論理的に追求し，論理的な
説明としての根拠を追求する営みであるとする．トンデル論文を「確固とした証拠にできるだろうか」
と述べる坂東昌子氏には，疫学への理解不足があると断じている．その上で，科学と行政・政治は無
関係ではなく，公衆衛生学は，人間の健康と命を守る一分野であり，原発への賛否は，本来，重要な
公衆衛生学のテーマであるという．調査能力を持っているはずの行政は環境汚染と健康障害と隠蔽しよ
うとする．したがって，その調査を行政に求めつつも，民間での調査が必須であると主張する．最後
に，科学者が科学本来の意味と役割，諸科学の基盤や枠組みを自覚しなければ，その行為が進んで人
倫に反する役割を推進する結果となりうると警告している．　　　　　　　　　（報告：M.K.）
佐藤正典著「原発が海の生物に及ぼす影響─日常運転にともなう問題」
　原発による環境破壊・汚染は，事故の時だけとは限らず，日常的にも起きている．それらの問題のう
ち，①温排水による局所的温暖化，②プランクトンの死滅，③さらに，水素の放射性同位体であるト
リチウムの問題について論じている．原発は，他の火力より熱効率が30~35%と低い分，局所的温暖化
は火力より著しく海水を7℃ほど上昇させる．その温度上昇と配管内付着防止のための化学物質のため
にプランクトンの多くが死滅する．半減期12年でベータ崩壊するトリチウムは，原発から日常的に放
出される．その放出量は沸騰水型よりは玄海原発などの加圧水型で多いという．その結果，海水中の
トリチウム濃度の世界的な平均値は1リットルあたり0.2~0.3ベクレルであるが，敦賀原発の近くの若
狭湾では1リットルあたり1100ベクレルを2009年4月に記録しているという．また，玄海沖でも1988
年8月に1リットルあたり41ベクレルを記録した．このようなトリチウムが，最終的にヒトにどのよう
な形で影響を及ぼしているのかということは，未解明のわれわれ科学者に与えられた課題であると痛感
する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告：Y.M.）
＜研究ノート＞戸田清著「原爆・原潜・原発の歴史的関係と原発問題の常識を考える」
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　本論文は，特集の一部として依頼されたものであろうが，記述があまりに箇条的・断片的であるた
めに研究ノートとして特集とは切り離されたものであるように思われる．それらの項目の中で知らな
いこともあり，有益ではある．取り上げる項目を絞り，それらについて掘り下げた記述をすればよい
ものになったであろうと残念である．例えば，原爆と原発のみでなく，原爆，原潜，原発の３つの関
連を取り上げたことは，ある意味ユニークであり，この点を掘り下げた議論は大切であるように思
う．「原子炉はプルトニウム原爆開発過程の副産物である」とあるが，これは事実であろうか．人類最
初の原子炉であるシカゴ・パイル（CP-1）は，基礎科学的研究の積み重ねによりできたものであり，
この経験が原爆のプルトニウム生産に役立ったことは間違いないであろうが，原子炉が「プルトニウム
原爆開発過程の副産物」というのは言い過ぎではないか．　　　　　　　　　　　　　（報告：T.Y.）

（以上，三好記�

７．行事予定
7-1　核問題研究委員会
　日　　時：2013年6月22日（土）14：00～16：00
　場　　所：九州大学筑紫キャンパス総合研究棟５階510
　内　　容：日本物理学会誌2013.3月号泉論文「放射線の人体への影響」の批判的紹介
　　　　　　その他
　
　7-2．「日本の科学者」読書会
　『日本の科学者』７月号 読書会
　日　　時：2013年7月8日（月）14：00～17：00
　場　　所：ふくふくプラザ604室（福岡市中央区荒戸3-3-39）
　内　　容：『日本の科学者』７月号＜特集＞環境の考古学・歴史学の現状

　『日本の科学者』８月号 読書会
　日　　時：2013年8月12日（月）14：00～17：00
　場　　所：ふくふくプラザ604室（福岡市中央区荒戸3-3-39）
　内　　容：『日本の科学者』８月号＜特集＞戦争と医の倫理̶ドイツと日本の検証史の比較
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